
DS-2000 マルチチャンネルデータステーション
簡易操作手順書

基礎編



1

１．基本操作
１．周波数レンジの設定

　　周波数分析する周波数レンジを設定します。

　　初期値：20kHz

○「入力メニュー」―「周波数レンジ設定」（Ctl＋Ｆ）

○周波数レンジ設定ツールバー

周波数レンジ Frとサンプリング周波数 Fsの関係は以下です。

例えば、周波数レンジが 20kHzであればサンプリング周波数は 51.2kHzです。

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「周波数レンジ設定」

周波数レンジを

選択

周波数レンジを

選択

クリックすると設定の

ダイアログが開く

FsFsFsFs＝＝＝＝Fr*2.56Fr*2.56Fr*2.56Fr*2.56
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２．入力レンジ設定

　各 CH毎に入力するフルスケール電圧レンジを設定します。

　初期値：１Vrms（電圧レンジ）、カップリング(AC)、入力源（BNC）

○「入力メニュー」―「電圧レンジ設定」（Ctl＋I）

○電圧レンジ設定ツールバー

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「電圧レンジ設定」

電圧レンジを
選択

入力結合(AC/DC)を
選択

入力源
　BNC（アナログ）
　SENSOR(2mA)

　SENSOR (4mA)

を選択

設定する CH

を選択
入力結合(AC/DC)を

選択

電圧レンジを

選択
クリックすると設定の

ダイアログが開く

電圧レンジの呼称
を選択
　dBVrms

  Vrms

  V
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３．解析データ長の設定

　FFTの時間窓長になる解析時間長（サンプリング点数）を設定します。

　初期設定：2048

○「入力メニュー」―「サンプル条件設定」の「Set」タグ

　

　

本点数が、時間波形のデータ点数Ｎとなります。

周波数スペクトルの分解能点数Ｌは本点数に応じ

て変化します。すなわち

　　　　　　　　

　　

例えば、データ点数が 2048 の時、周波数分解能

点数は,800ラインとなります。

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「サンプル条件の設定」

サンプル点数
を選択

Ｌ＝ＮＬ＝ＮＬ＝ＮＬ＝Ｎ/2.56/2.56/2.56/2.56
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４．単位と校正の設定

　解析された結果の値を物理量で直読するために、校正値と単位名を設定します。

（１）1V当たりの EU値（物理校正値）が既知の場合

　「入力メニュー」―「単位、校正」の「Set」タグ

（２）校正信号が得られる場合（任意の値を任意の EU値に設定する）

　「入力メニュー」―「単位、校正」の「Set」タグ

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「単位、校正」

EU値を設定単位名を設定
（eg. m/s2, G, Pa）音圧レ
ベルの場合は空白にする

使用する CHを選択

1V 当たりの
EU値か 1EU

当たりの電圧
値かを選択

設 定 す る
CHを選択

設定する任意の点
にカーソルを移動
OA値 or ピーク値

EU値を設定

リニア値を設定す
る場合Ｙ軸をリニ
アに変換

騒音計で、校正時と
計測時とレベルレン
ジが異なるときその
差を設定
（例）校正時 130dB

計測時 90dBの時
-40dBを設定
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５．ウィンドウの設定

　FFT解析時の時間窓関数（ウィンドウ）の種類を設定します。

　初期設定：ハニング（全 Chとも）

○「入力メニュー」―「ウィンドウ（窓関数）設定」の「Set」タグ

○選択の基準

　　　

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「ウィンドウ（窓関数）

　設定」

Ch毎に窓関数を選択

連続的に続く信号・・・・・・ハニング

過渡的な信号　　・・・・・・レクタンギュラ

（時間窓の始めと終わりが０）

ここにウィンドウの種類
を表示
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６．トリガ機能の設定

　入力信号のあるレベル値や外部の信号に同期してデータをサンプルする機能をトリガ機能と呼

びます。ハンマリング試験に多く使用されます。

　初期設定

　　　（１）トリガ信号源 ：内部（Ch１）

　　　（２）トリガモード ：リピート（繰り返し）

　　　（３）トリガレベル ：入力レンジの 25%

　　　（４）トリガポジション ：プレトリガ 32点

　　　（５）トリガ極性 ：立ち上がり（＋）

○「入力メニュー」―「ウィンドウ（窓関数）設定」の「Set」タグ

（注意）実際のトリガの ON/OFFは計測制御ツールバーで

　　　　操作します。

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「トリガ条件設定」

種類を選択 信号源を選択
内部
（Chを選択）
外部

レベルを設定
数値入力または
カーソル

ポジションを設定
数値入力または
カーソル
＋：ポストトリガ
―：プレトリガ

極性を選択
＋：立ち上がり
―：立ち下がり
±：どちらか
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７．平均化処理の設定

　　時間領域/周波数領域/振幅領域の各領域における各種平均化処理条件の設定します。

　　初期値：平均化モード（パワーSP. 加算平均）　平均回数（４回）

○「入力メニュー」―「平均化処理設定コマンド」

　　

○平均化処理設定ツールバー

（注意）実際の平均は計測制御ツールバーで行います。

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「入力メニュー」―「平均化処理設定」

平均する領域と

その方法を選択

平均回数を設定

(1～65535回)

平均時間を設定

(0.1～858s)

平均する領域と

その方法を選択
分子：実行回数

分母：設定回数または時

クリックすると設定の

ダイアログが開く
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８．周波数微積分

　周波数領域のデータに対して、一階/二階微分演算および一重/二重積分演算ができます。周波

数微積分演算は、FFT 演算完了後のパワースペクトルや周波数応答関数など周波数領域のデー

タに対して実行できます。

○「解析」―「周波数微積分」

○周波数軸上の微積分は、演算された周波数スペクトルに(jw)の乗除算をします。

微分 積分

一階微分 二階微分 一重積分 二重積分

×（ｊ�） ×（ｊ�）2 1/（ｊ�） 1/（ｊ�）2

操作は、パワースペクトルと周波数応答関数に対して演算可能です。

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「解析メニュー」―「周波数微積分」

微積分を選択

　一階微分

　２階微分

　１重積分

　２重積分

加速度（m/s2）に積分演算して速度

変換単位および変位変換単位でそれ

ぞれ設定した単位で直読する機能

速度変換単位を、ｍ /s、cm/s、

mm/s、um/sの中から選択

変位変換単位を、m、cm、mm、

umの中から選択
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９．時間軸データ解析

　時間軸画面データに対して時間軸統計処理演算を行います。

○「解析メニュー」－「時間軸データ解析」

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「解析メニュー」―「時間軸データ解析」

時間軸統計処理

演算を指定

MEAN ：平均値

ABS.MEAN ：絶対値平均

RMS ：実効値

S.D. ：標準偏差

MAX ：最大値

MIN ：最小値

FORM FACTOR ：波形率

CREST FACTOR ：ｸﾚｽﾄﾌｧｸﾀ

SKEWNESS ：歪み度

KURTOSIS ：先鋭度
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２．画面の操作
１．基本画面

　基本 FFT解析画面です。
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２．画面の表示方法

○「データ表示メニュー」―「表示レイアウト」

（または、表示画面の右クリックのショートカットメニュー）

（注意）「ウィンドウメニュー」―「新しいウィンドウを開く」から、別のウィンドウを表示さ

せ

　　　新しい表示画面を開くことができます。

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「表示レイアウト」

１ウィンドウでの表示画

面数の選択

（１，２，３，４，８）

アクティブ画面を指定

アクティブにしたい画面

をクリックしても可能

マルチ画面の重ね合わせ

表示の指定

グラフの色と線種はグラ

フ設定で可能
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３．画面の表示関数の指定

　任意の画面に表示したい関数（表示したいデータの種類）を指定します。

○ 「データ表示メニュー」－「データ入力源設定」

（または、画面の表示関数名の部分をダブルクリックします。）

○入力源設定ツールバー

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「データ入力源設

定」

カレントデータの種類を

指定

保存したファイルを表示

したい時ここを選択

表示 Ch番号を選択

クロス系の関数はマスター

Chに対応した Chを指定

表示属性（Real,Imag,

Mag,Phaseなど）指定

クリックすると設定のダ

イアログ（上図）が開く
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４．サーチ機能

　マーカまたはカーソルにより指定された任意のＸ軸とＹ軸の値を読みとります。

○「データ表示メニュー」―「カーソル設定」

（または、表示画面をダブルクリック）

○カーソル設定ツールバー

○カーソルの指定方法（サーチまたはデルタモードの時のみ）

（１） 表示画面の任意の点クリック

（２） キーボードカーソル左右キー　上下キーは（スキップムーブ）

（３） ツールバーのカーソル移動バー

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「カーソル設定」

Ｘ、Ｙ軸の値を表示

サーチ（またはカーソル）のモー

ドを指定

Peak：画面の最大値

Search：マーカ点の値

Delta：デルタカーソルまたはデル

　　　タ機能の指定

パワースペクトルの時オ

ーバオール値を常時表示

デルタカーソルを設定

クリックすると設定のダ

イアログ（上図）が開く
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５．Ｙ軸のスケール設定

　Y軸のスケール値を設定します。

○「データ表示メニュー」－「Ｙ軸スケール設定」

（または表示されたグラフの Y軸をダブルクリック）

○Ｙ軸スケールツールバー

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「Ｙ軸スケール設

定」

Ｙ軸スケール値の変更方

法を指定

・デフォルトスケール

入力電圧値に連動する初期設定値。ゲ

インのアップダウン操作可能

・オートスケール

表示するデータの大きさに応じて自動

的にスケールが決まる。

・任意設定

任意値を上限下限のスケールにする。

LIN/LOGか指定

LOG（MagdB,MagLog）

パワースペクトルの Y軸単位

（rms、0-Peak、P-P）パワースペクトル（リニア表示）

の単位（V、V^2）

デフォルトスケールの時のゲイン

（アップ、ダウン）

クリックすると設定のダ

イアログ（上図）が開く
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６．Ｘ軸スケール設定

　Ｘ軸のスケール値を設定します。

○「データ表示メニュー」－「Ｘ軸スケール設定」

（または表示されたグラフのＸ軸をダブルクリック）

○Ｘ軸スケールツールバー

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「Ｙ軸スケール設

定」

デルタカーソルとサーチ

カーソルの間を拡大表示

クリックすると設定のダ

イアログ（上図）が開く

Ｘ軸単位の指定

  .・Hz

　・ORDER

　・r/min

　・ｓ
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７．グラフ設定

　データ表示画面上の表示色条件を設定します。

・ グラフの色と線種

・ オーバレイ表示の時の色

・ グリッド on/offなど

○ 「データ表示メニュー」―「グラフ設定」

（または、表示画面の右クリックのショートカットメニュー）

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「グラフ指定」

表示画面各部の色指定

表示画面各部の線種指定

オーバレイ時でグラフデ

ータの表示色指定

グリッドの ON/OFF
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８．コピー機能

　解析結果のグラフデータをビットマップまたはテキストデータとしてコピーします。そのデー

タをWindowsのアプリソフト(Wordや Excelなど)に張り付けることができます。

8.1コピーモードの設定

○ 「編集メニュー」―「コピー設定」

8.2 コピー方法

・ 「編集メニュー」－「コピー」

・ 画面を選択して　Ctl＋Ｃ

・ 画面を選択して、右クリックのショートカットメニューで「コピー」

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「編集メニュー」

コピーの形式の選択

（BMP,TXT）

テキスト形式の書式を

指定
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９．計測ウィンドウ画面の操作

　計測ウィンドウは、いくつかのタグから成り立っており、それを切り替えることにより画面を

操作します。

　FFT解析(DS-0221)では、以下の５つのタグがあります。

（１） Current ：現在の解析結果または保存された解析結果を表示します。

（２） Array ：３次元表示またはカラーマップ表示

（３） リスト ：カレント表示データのリスト表示

（４） Nyquist ：周波数応答関数のナイキスト線図表示

（５） Orbit ：時間軸２Chのリサージュ表示

9.1　Array表示
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○「データ表示メニュー」―「三次元表示設定」

（または、Araay表示画面をダブルクリック、右クリックのショートカットメニュー）

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「三次元表示設定」

Arrayの表示形式の選択

表示モードの選択

（三次元、カラーマッ

表示パラメータの選択

三次元表示パラメータの選択

・ 線のみ

・ 塗りつぶし

・ 線＆塗りつぶし
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9.2　リスト画面

○ 「データ表示メニュー」―「リスト設定」

（または、Araay表示画面をダブルクリック、右クリックのショートカットメニュー）

 関連ヘルプ

　DS-0221/0222 Help「コマンドレファレンス」―「データ表示メニュー」―「リスト表示設定」

以上

リストタイプの選択

・ ピーク

・ 任意

・ 全リスト

・ 高調波

リスト数の設定




